
学校名 岡山県立岡山南支援学校 

 

活動のテーマ 「子どもたちが主体的に行動して自分の命を守る」力を育てるために 

主な教科領域等 特別活動、生活単元学習、ホームルーム 

対象学年／参加生徒数 全（小１～高３）学年     ２３９ 人  （複数可） 

活動に携わった教員数  １２１ 人 

活動に参加した地域住

民・保護者等の人数 

 約２５０ 人【保護者 ・ 地域住民 ・ その他（ 消防署員  ）】 

※児童生徒・教員以外で活動に参加した人の区分に丸をつけ、人数をお書きください。（複数可） 

実践期間   平成 ２７年 ４月 ８日   ～  平成 ２８年 ３月 ２４日 

想定した災害 複数可： 地震 ・ 津波 ・ 台風 ・ 洪水 ・ 河川氾濫 ・ 土砂 ・ その他（         ） 

活動報告 

１）活動の目的・ねらい 

・児童生徒が地震や津波について理解を深め、災害発生時にはどのように行動すればよいのかを自ら考えたり、

行動したりすることができるようにする。 

・教職員が、災害発生時に児童生徒の安全を守るために、適切な避難の誘導や支援をすることができるようにす

る。 

・避難訓練や防災研修等を通して消防署や地域、保護者とつながりをもち、災害時に地域・保護者と連携して避

難や支援ができるようにする。 

２）実践内容・実践の流れ・スケジュール 

○緊急地震速報を使った避難訓練の実施（年２回） 

○防災教育（各学部・学年） 

○教職員対象の避難訓練・研修 

○保護者・地域（消防署・公民館）との連携 

３）9月研修会での学びから自校の実践に生かしたこと、研修会を受けての自校の活動の変更・改善点、昨年度

まで（助成金を受ける前）の実践と今年度の実践で変わった点、助成金の活用で可能になったことなど。 

・防災教育では、災害時に安全な箇所や危険箇所について自分たちで考える学習を設定 

・災害発生後の避難生活について伝えるために「非常食」を取り上げ、学校に備蓄している非常食を実際に試食 

・紙芝居や DVDの購入 

・教職員研修用の書籍を購入して教職員の意識づけを図るとともに、教職員対象の避難訓練・研修の実施 

４）実践の成果 

 ①減災(防災)教育活動・プログラムの改善の視点から         

小学部５年生の授業実践では、地震発生時に自分で危険を判断するた 【安全マップの例】 

めにはどうしたらよいのか、また津波発生時にはどうしたらよいのか、 

避難後にはどのようなことが起こるのかということを考えたり体験し 

たりすることができるような取り組みを行った。 

 ○校内安全マップづくり 

 ○非常食の試食 

 

 

 



②児童生徒にとって具体的にどのような学び（変容）があり、どのような力（資質・能力・態度）を身につけ

たか。 

・緊急地震速報を活用しての避難訓練に繰り返し取り組む 

→自分から身を守るために、机の下にもぐったりだんごむしのポーズをしたりすること 

ができる児童・生徒の増加 

・災害時の安全な場所・危険な場所について考える学習の設定 

 →教師が想定していなかった危険に気づき発言することができた 

 ③教師や保護者、地域、関係機関等（児童生徒以外）の視点から 

○消防署との連携 

 避難訓練を見ていただき、指導講評や学校の防災設備の使い方についての説明を 

受けた。避難訓練時に起震車体験をさせていただいた。 

○保護者との連携 

地震発生時の対応について簡潔に示した「防災のしおり」を保護者に配布。緊急時の引き渡し訓練の実施。 

○地域との連携 

学区内にある公民館で開かれる地域の防災講座に教職員も参加し、地域での防災対策を学んだり、地域の方と

交流を深めたりした。その中で災害時には本校が地域の方の避難所としての役割を担う可能性が明らかにな

った。 

５）自校の実践で工夫した点、特筆すべき点 

・本校の児童生徒は知的障害を有しており、防災教育によって災害について学んでいても、いざ災害に遭遇した

ときには学習したことを生かして冷静に行動することが難しいと考えられる。助成を受けて「自分の命を守る

ために主体的に行動する」という観点で防災教育に取り組む中で、小学部の児童であっても 

「生活場面の中で災害時に安全な箇所・危険な箇所」を想像したり話し合って考えたりする 

ことができるようになった児童がいたことは驚きであった。 

・児童生徒の特性から、机上で震災の写真を見たり教師の話を聞いたりするだけでは 

理解することが難しいため、「ぐらぐらどーん！（「もしものときのうた」）」という曲に合 

わせて避難のポイントを含んだ動きをする防災体操を作成した。 

・iPadを活用して、動画や操作すると画像が動く教材を作成してそれらを提示しなが 

ら学習に取り組んだ。児童がそれらによく注目し、自ら考えて操作し主体的に授業 

に参加することができた。 

６）実践から得られた教訓や課題と今後の改善に向けた方策や展望 

・防災教育の観点からは、災害時に身を守るために自ら考えて避難行動をとることができる児童を増やすこと

とともに、自ら周りの人に働きかけて助けを求めたり、尋ねられた質問に対して応える手段をもったりするよ

うな、コミュニケーションに関することにも取り組んでいけたらと思う。 

・保護者と連携して、災害時に児童とすぐに会えない場合に、周りの人に支援していただけるように児童生徒の

特徴やコミュニケーションの取り方などを記載したカードを作成することができたら、災害への備えととも

に保護者の意識もより高まるのではないかと考える。 

・地域の機関や住民とさらなる連携の必要性がある。合同での避難訓練や防災研修、交流など少しずつ計画して

いきたい。 

７）その他（※特にあれば記述） 

・今後も継続して防災教育に取り組むとともに、他の特別支援学校の先進的な取り組みを学ぶ機会を得たい。 

・てんかん発作などのため服薬の必要のある児童生徒が、被災時にすぐに帰宅できなかった場合に対応できる

ようにするために、薬の預かり方法について考えていきたい。 

 


